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株式会社村井商店 企業版ふるさと納税寄付

株式会社村井商店より村へ企業版ふるさと納税の寄付をいただ

きました。

村井商店はむつ市に店舗を構え、文具・事務用品販売及び、パ

ソコン全般の取扱いをしております。温かいご支援ありがとうご

ざいます。

災害時における飲料の確保に関する協定の締結

令和４年６月１日（水）に東通村役場において、みちのくコカ・

コーラボトリング株式会社と、災害時における飲料の確保に関す

る協定書の締結式が行われました。

本協定は、地震、風水害等の災害発生時又は発生の恐れがある

場合において飲料の供給を確保するためのもので、昨年８月の豪

雨災害の際にも、青森県とみちのくコカ・コーラボトリング株式

会社の協定の基で本村に対して飲料の供給がありました。

この経験を踏まえ、本村においても、今後の災害発生時への備

えが必要と考え、この度の協定締結に至りました。

なお、東通村もみちのくコカ・コーラボトリング株式会社との協

定締結に向け準備を進めていたことから、合同での締結式を開催

する運びとなりました。
中村青森営業統括部長と

協定を交わす冨岡村長

アユ稚魚放流

５月１８日（水）、風間浦小学校１・２年生が易国間川に約５，０００匹のアユの稚魚を放流しま

した。

初めに下北地方水産事務所の佐藤技師から、アユの生態や特徴を学びました。その後、アユを受

け取った児童たちは、バケツの中で泳ぎ回るアユに驚きながらも「元気に育ってね！」などと声を

かけ放流していました。
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下北ジオパーク出前講座

５月１８日（水）、風間浦小学校において５・６年生を対象に下北ジオパーク出前講座が行われま

した。

講師には、むつ市ジオパーク推進員の田中誠也さんを招き、下北のジオパークのみどころ、村の

水田と地形の関係や海成段丘についての講話をしていただきました。

児童生徒は興味を持って集中しながら講話を聞いていました。最後に児童からの感想発表では

「ジオパーク認定場所などについてもっと詳しく調べてみたい。」などと話していました。

田植え体験学習

５月２６日（木）風間浦小学校５・６年生を対象に、田植え体験学習が行われました。

当日は曇り空で肌寒い天候でしたが、児童は半袖短パンで裸足になり、泥だらけになりながらも、

元気よく田植えに参加しました。

水稲の生産も行っている風間浦村農業委員会長の木下重利さんの指導の下、歩くことに苦戦しな

がらも楽しそうに作業に取り組んでいました。

田植え終了後の感想では、「まっすぐ植えるのが難しかったけど楽しかった。」「田植えを経験し

て農家さんの大変さを知った」などと話していました。
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最近、スプレー缶やカセットボンベの中身が入ったままで搬入されることが多発しており、全国

的にも、中身の残ったスプレー缶やカセットボンベがごみに出され、ごみ収集車やごみ処理施設で

火災が発生するという事例が多く報告されています。

大きな事故の発生を未然に防ぐためにも、適切な処分方法を紹介します。

１．缶を手で振って中身の有無を確認

２．「シャカシャカ」「チャプチャプ」など音がなったらまだ中

身が残っていますので、必ず使い切る

３．音がしなくなっても中身やガスが残っている場合がある

ため「ガス抜きキャップ」で出し切る※

※・ガス抜きをする際は、風通しがよく、火気のない屋外で、

風下に向けて人にかからないようにしましょう。

・カセットボンベにはガス抜きキャップはついていません。

カセットコンロで最後まで使い切るようにしましょう。

４．不燃ごみで処分

【お問合せ先】

風間浦村 村民生活課 保健衛生グループ ☎０１７５－３５－３１１１

スプレー缶、カセットボンベの処分方法

● 大雨洪水に備えて・・・河川防災情報を提供しています。

◆ 身近な河川の水位等をチェックしましょう

・「河川砂防情報提供システム」では、国・県・気象庁が観測

している雨量・河川水位・ダム情報等を確認できます。早

めの情報収集、避難準備を心掛けましょう。

《URL》https://www.kasensabo.bousai.pref.aomori.jp/

◆ ご家庭のテレビで、河川の水位が確認できます。

「地上デジタル放送」の「データ放送」で、河川水位情報をわかりやすく、ご家庭のテレビ

で確認できるようになりました。

河川砂防課からのお知らせ

【お問合せ先】

県土整備部 河川砂防課 企画・防災グループ ☎０１７－７３４－９６６２

下北地域県民局地域整備部 河川砂防施設課 ☎０１７５－２２－８５８１（代）

(携帯電話版) (スマートフォン版)

・操作方法は次のとおりです。

ＮＨＫ総合にチャンネルを合わせ、

テレビのリモコンの「ｄボタン」を押して、

ＴＯＰメニューの「防災・生活情報」を選び、

決定ボタンを押して「河川水位情報」を

選択します。

dボタン
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フジドリームエアラインズ（FDA）では、８月１日（月）～２８日（日）の期間中、青森・神戸線は１

日２往復、青森・名古屋線は１日４往復で運航されることとなりました。

神戸は、異人館や南京町といった異国情緒のある定番スポットや、港町ならではのウォーターフロン

トのほか、神戸から西の姫路城や四国に容易にアクセスできる点もポイントです。

名古屋は、名古屋城や熱田神宮など市内の定番の見どころに加え、一度は行ってみたい伊勢神宮や江

戸時代の面影を残す飛騨高山など、周辺地域にも魅力ある観光スポットがたくさんあります。

この夏は増便で便利になった青森・神戸線と青森・名古屋線をぜひご利用ください。

○運航ダイヤや運賃の詳細などについては、FDAホームページをご覧ください。

≪URL≫https://www.fujidream.co.jp/

【お問合せ先】

青森県交通政策課 ☎０１７－７３４－９１５３

FDA青森・神戸線、名古屋線が夏期臨時便を運航します

若者が、青森県内に住み登録企業で６年間働き続けたとき、県と企業とで奨学金返還を支援する制度

です。若者・企業とも事前登録が必要です。

■対象者 ■支援額（企業・県が１／２ずつ負担）

•大学・短大等の卒業者（卒業見込み含む）で、採用時

に３５歳未満の方

•青森県内で正規雇用されていない方

•「日本学生支援機構」、「青森県育英奨学会」の奨学金

利用者

■対象企業など

•県内企業または勤務地を県内に限定した採用を行う

県外企業（法人、団体、個人事業主）

【お問合せ先】

青森県地域活力振興課 ☎０１７－７３４－９１７４

あおもり若者定着奨学金返還支援制度がスタートしました
〜２０２３年度、２０２４年度採用の登録募集中〜

学校区分 支援額（企業が設定)

大学等
１５０万円、１００万円

６０万円 のいずれか

短大等
７５万円、５０万円

３０万円 のいずれか

※返還総額・返還残額の１／２が上限

詳しくはwebで

一人で悩んでいませんか？ 自立に向けた相談窓口のご案内

「あおもり奨学金サポートサイト」
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第１１回特別弔慰金の請求期限は 令和５年３月３１日までです｡

請求期限を過ぎると、第１１回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早めにご請

求ください。

支給対象者は、令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷

病者戦没者遺族援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合

に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支給します。

戦没者等のご遺族の皆様へ

〇支給内容 額面２５万円、５年償還の記名国債

〇請求書類 請求に必要な書類は役場村民生活課に備え付けています。

〇留意事項 特別弔慰金は、ご遺族を代表するお一人が受け取るものです。ご遺族間の調

整は、記名国債を受け取った方が責任を持って行うことになります。

【請求窓口・お問合せ先】

風間浦村 村民生活課 福祉介護グループ ☎０１７５－３５－３１１１

戦没者等の死亡当時のご遺族で

１．令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得し

た方

２．戦没者等の子

３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

※戦没者等の死亡当時、生計関係を有している等の要件を満たしているかどうかにより、

順番が入れ替わります。

４．上記１～３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪 等）

※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人た

ちの更生について理解を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な

地域社会を築くための全国的な運動です。令和４年で７２回目を迎えます。

７月は“社会を明るくする運動”の強調月間・再犯防止啓発月間です。

毎年７月は、協調月間として市町村長へ内閣総理大臣及び県知事からのメッセージが伝達

されます。啓発活動として、役場庁舎等にポスター掲示、易国間川の橋にのぼり旗を掲出して

います。

犯罪や非行の背景には、社会における様々な“生きづらさ”があることは少なくありませ

ん。

立ち直ろうとする人の“生きづらさ”に思いを寄せること、立ち直りを支援する人たちの

活動を応援すること、一人ひとりにできることが重なり合えば、立ち直ろうとする人の“生き

づらさ”を包み込む地域社会がつくられていきます。

社会を明るくする運動と再犯の防止に向けた活動にご理解とご協力をお願いいたします。

第７２回“社会を明るくする運動”
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１ 「限度額適用・標準負担額減額認定証」及び「限度額適用認定証」の更新

被保険者で住民税非課税世帯の方は、医療機関の窓口に「限度額適用・標準負担額減額

認定証」を提示すると、その医療機関への医療費の支払いが、高額療養費の自己負担限度

額までとなり、入院時には食事代が減額されます。

また、被保険者で同じ世帯に住民税課税所得金額が１４５万円以上６９０万円未満の被

保険者がいる方は、医療機関の窓口に「限度額適用認定証」を提示すると、その医療機関へ

の医療費の支払いが、高額療養費の自己負担限度額までとなります。

現在これらの認定証を交付されている方で、引き続き認定される方には、８月から使用

する新しい認定証を7月下旬に郵送します。更新手続の必要はありません。

新たにこれらの認定証の交付を希望する方は、被保険者証、個人番号がわかるもの（通

知カードまたは個人番号カード）を持参の上、お住いの市町村窓口で手続きしてください。

２ 保険料の減免等について

災害、倒産、失業など特別な事情によって納付が困難な場合や、新型コロナウイルス感

染症の影響により、主たる生計維持者の収入減少が見込まれる場合は、申請によって保険

料の減免等が認められることがありますので、ご相談ください。

【お問合せ先】

風間浦村 税務国保課 国保グループ ☎０１７５－３５－２１１１

青森県後期高齢者医療広域連合 ☎０１７－７２１－３８２１

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

県では、インターネットオークションを利用して、県税滞納者から差し押さえした財産

の売却を行う「インターネット公売」を実施しております。

不動産をはじめ、自動車や貴金属、携帯型ゲーム機などの多様な財産が公売の対象とな

り、落札されています。

青森県以外にも、全国の地方自治体から多数出品されていますので、ぜひご参加くださ

い。

詳しくは、地域県民局県税部までお問い合わせください。

【お問合せ先】

下北地域県民局県税部納税管理課

☎０１７５－２２－８５８１ 内線２１０，２１１

青森県インターネット公売実施中
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「子供の読書活動優秀実践校」とは

文部科学省では、平成１４年度から、国民の間に広く子供の読

書活動についての関心と理解を深めるとともに、子供が積極的に

読書活動を行う意欲を高める活動を推進するため、特色ある優れ

た実践を行っている学校、図書館、団体・個人に対し、大臣表彰

を行うこととしています。

令和４年度子供の読書活動優秀実践校（文部科学大臣表彰）に

大間高等学校が受賞

青森県立大間高等学校では、読書活動を推進するための取組や、学校図書館の整備や活用など様々な

取組を生徒が主体となって行っております。

読書活動を推進するための主な活動としては、出張貸出サービス（『大間高校移動図書館』と銘打ち、

月に１回程度、図書委員が各ホームルームを周って図書の貸し出しを行ったり、図書返却BOXの設置、

読書感想シートの掲示、希望図書記入帳の配置、教職員推薦図書の配置、図書アンケートの実施などが

あり、図書室の利用者数や貸出冊数の増加、生徒のコミュニケーション力の向上にもつながっています。

また、各教科、総合的な探究の時間等で利用する際に、図書を検索しやすいよう、図書室の書棚に学

習のテーマ毎に集められたコーナーを作ったり、その他の図書の検索方法が分かるよう、書棚にNDC分

類番号の解説と検索方法を作成・掲示したりするなど、生徒が利用しやすいよう工夫を凝らし、国語科

や社会科の授業、総合的な探究の時間等で調べ学習に活用しています。

さらに令和３年度から「学校図書館アシスト事業プラス」の活用を通して青森県立図書館と連携し、

生徒の読書活動推進のための図書館運営等について研究しています。この事業を活用し、全教員に対

し、学校図書館の活用方法について研修を行ったことが現在の様々な工夫につながり、学校図書館の充

実が推進されています。

大間高校については、学校規模の標準（１学年当たり４学級以上）を満たしていないものの、募集停

止等を行った場合、通学が困難な地域が新たに生じることから、第１期実施計画に引き続き、令和５年

度から令和９年度までを計画期間とする青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画において

「地域校」として配置することとしています。

地域校については、活性化に向けた具体的な方策を協議する「地域校活性化協議会」が令和３年度か

ら今年度にかけて開催され、大間高校については、以下のとおり活性化の方向性が決定しました。

①進路希望の実現に向けた学力の向上

②資格取得の充実

③地域資源を活用した教育活動の充実

今後は、この３つの方向性に基づき、大間高校の活性化に向けた取組が推進されることとなります。

ただし、大間高校については、以下のとおり対応することとしています。

大間高校に関するお知らせ

なお、今年度の大間高校の入学者数は【３８人】となっています。

【お問合せ先】

青森県教育庁高等学校教育改革推進室（〒０３０－８５４０ 青森市長島１－１－１）

☎０１７－７３４－９８６６

入学者数が40人以下の状態が２年間継続した場合、原則として翌年度に１学級規模とする｡
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風間浦村シルバー人材センターでは、会員を募集しています。知識や経験を活かして一緒に働いて

みませんか

募 集 要 件 原則６０歳以上の風間浦村在住で、健康で働く意欲のある方

※会員は年会費２，０００円です。

申込受付時間 平日午前８：３０～午後４：００（土日休）

※前もってお電話でご予約下さい

申 込 先 風間浦村シルバー人材センター

風間浦村大字易国間字大川目１１－２

総合福祉センター「げんきかん」

社会福祉協議会 事務局内

☎０１７５－３５－２２４３（担当：佐藤）

持参いただく物 各種免許・資格証明書

※入会される場合は縦３㎝×横２．５㎝の顔写真、印鑑をご用意ください。

※当月の作業に応じて、翌月に報酬（配分金）が支給されます。

※雑草等の刈払作業で使用する刈払機は各自の持ち込みとなりますのでご了承下さい。

(公社)青森県シルバー人材センター連合会よりお知らせ

７月１６日～７月３１日は海の事故ゼロキャンペーン期間です。

期間中はいつも以上に、

① 小型船舶の事故防止（発航前点検・見張りの徹底）

② 大型船舶の事故防止（見張りの徹底・船舶間コミュニケーションの促進）

③ ライフジャケットの常時着用・自己救命策の確保を徹底しましょう。

離岸流に注意！目指せ海の事故ゼロへ！

海水浴シーズンには海の事故が増加傾向にあるため、青森海上保安部では、海の事故防止啓発活動を

行っております。

海水浴をする時は、監視員のいる決められた海水浴場や遊泳期間を守りましょう。

遊泳場所によっては沖合に流される離岸流があるので、十分に注意して下さい。

２次元コードでアクセス！

海上保安庁への緊急通報は１１８番

【お問合せ先】

青森海上保安部交通課 ☎０１７－７３４－２４２２

２０２２海の事故ゼロキャンペーン

＊日 時 令和４年７月１６日（土） １０：００～１４：００（※模擬店は１１：００～）

＊場 所 青森県立大間高等学校

＊内 容 クラス展示、模擬店、ステージ発表 等

＊そ の 他 •学校敷地内は禁煙となっております。

•生徒玄関からお入りください。

•ご来場の際は、マスクの着用をお願いします。また、発熱など体調不良の場合、ご

来場をご遠慮願います。

•新型コロナウイルス対策を考慮し、ご来場は直近２週間以上下北管内に在住の方

に限らせていただきます。

皆様の来校を心からお待ちしております。

【お問合せ先】

大間高校生徒指導部 ☎０１７５－３７－２１０９

≪ホームページURL≫http://www.ohma-h.asn.ed.jp/

第４８回大間高校文化祭開催
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「下風呂温泉海峡の湯」をご利用の際に道路を横断される方は、必ず「押しボタン式信号機」を利用しましょう｡

夏の水難を防止しよう

夏のレジャーでは、毎年、海や川等で尊い命が失われています。

青森県では昨年２７件の水難が発生し、２８人の方が巻き込まれ

ています。

子供の水難を防止するため

○ 天候の変化に注意し、悪天候の時は海や川に近づかせない

○ 危険な場所では子供を遊ばせない

○ 釣りをする時や船に乗るときは、ライフジャケットを着用させる

○ 急な増水で水没するおそれがある河原や中州､川幅の狭いところに行かせない

等に注意しましょう。

爆発物を使用したテロの

未然防止にご協力を！

国内では、薬局、ホームセンター、イン

ターネット等で購入した化学物質から爆発

物を製造したり、学校から化学物質を窃取

する事案が発生しており、爆発物を使った

テロの脅威は身近に存在しています。

日常生活の中で、例えば

○ 不自然に大きな鞄等を持っている人

○ 爆発物の原料になりそうな薬品等

を大量に購入する人

○ インターネットやＳＮＳ等でテロ

行為を賞賛する人

を見たり聞いたりした際は

直ちに警察に通報

して下さい。

７月２１日（木）から７月３１日（日）ま

での１１日間、夏の交通安全県民運動を実

施します。

運動の重点は、

○ 子供と高齢者を始めとする歩行者

の安全確保と安全運転意識の向上

○ 自転車の安全利用の推進

○ 全ての座席のシートベルトの着用

とチャイルドシートの正しい使用の

徹底

○ 飲酒運転等の危険運転の防止

です。

ドライバー及び歩行者の皆

さんが交通ルールの遵守と正

しい交通マナーを実践して、

交通事故防止に努めましょう。

夏の交通安全県民運動

ここで咲く あなたの正義

青森県警察では警察官Ｂ（大卒以外）を募集します。

受付期間は７月１５日（金）から９月２日（金）までで、第１次

試験は９月２５日（日）です。

詳しくは、大間警察署（☎０１７５－３７－２２１１）又は風

間浦駐在所（☎０１７５－３６－２１１０）までお問い合わせく

ださい。
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こんにちは。今年の４月から大間病院 院長に就任した安齋 遥

（あんざい はるか）と申します。大間病院には５年前にも１年間

赴任したことがあり、その時はまだ独身だったため中山（なかやま）

でした。今回は結婚し苗字が変わり、子供２人を連れて大間に参り

ました。

大間病院としては初めて女性医師の院長就任となりました。これも時代の流れで

しょうか。私の後輩を見ても女性医師は以前と比べて飛躍的に増えたと感じます。男

性医師と比べて何かが変わる訳ではないと自分では思っておりますが、女性の患者様

からは女性医師を希望される事もあり、適材適所で活躍していければと考えておりま

す。

私の院長としての抱負は「地域で生きて地域で最期を看取る」です。当院には内科し

か常勤医がおらず、むつ総合病院の外科・整形外科・泌尿器科の先生方に非常勤として

いらして頂いているものの、出来る検査・治療が限られているのが現実で、様々な科に

またがった疾患を持つ患者様を内科の医師が外来から入院まで対応しています。大間

町・佐井村・風間浦村で構成する北通り地域の人口は年々減少しているにもかかわらず、

高齢化率は４０％を超えるところであり、病院には医療だけでなく介護福祉を含めた

対応が求められます。また、少子化も進んでおりますが小中高校を近くにもつ当院は、

小児への対応も出来なければなりません。最寄りの小児科はむつ市内まで行く必要が

あり、当院は子供たちの疾患・アレルギー・ワクチンなど様々な対応をしており、幅広

い知識と経験を持った内科医師及び医療スタッフのお陰で現在の体制をなんとか維持

できております。今後も住民のニーズに合わせた医療を提供していきたいと思うとこ

ろであり、下北・北通り地域の医療を維持するため、住民の皆様と一緒に考えて一緒に

成長していければと思っております。

今後とも何卒ご協力の程宜しくお願い致します。

院長就任のご挨拶と抱負

大間病院 院長 安齋 遥
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令和４年４月１日∼令和７年３月３１日までの３年間

期間が延長されましたので、未受検の方へは４月にクーポン券を送付

しています。

実施期間

２０２５（令和７）年３月３１日（月）まで

対 象 者

昭和３７（１９６２）年４月２日∼昭和５４（１９７９）年４月１日生まれの男性

※対象となる男性の皆さんは風しんの予防接種を受けたことがない世代なので、予防接種への

積極的なご協力をお願いします。

実施機関

むつ下北管内では１６医療機関（クーポン券に同封されています）

※予約が必要な場合があります。事前に確認して下さい。

（全国の実施医療機関でも可能。詳細は厚生労働省ホームページ参照）

風しん抗体検査・風しん第５期定期接種受託医療機関で 検索

持参するもの

① 無料クーポン券

② 申請者の免許証・健康保険証等の身分証明書

（住所・氏名・生年月日が確認できるもの）

③ 抗体検査結果（他の医療機関で抗体検査を受けた場合）

※医療機関で受けた抗体検査で、免疫が不十分（HI法８倍以下相当）であると分かっている方

は、抗体検査を受けずに予防接種が受けられます。検査結果を持参してください。

転入された方・クーポン券を紛失した方

役場村民生活課（村総合福祉センター）窓口へ身分証を持参し申請発行を受ける。

※前自治体で発行されたクーポン券は使用できません。

留意事項

○風間浦村外に転出した場合は風間浦村発行のクーポン券は使用できません。

転出先自治体に確認し、交付を受けてください。

○クーポン券には有効期限があります。

お問合せ先

風間浦村 村民生活課 保健衛生グループ ☎０１７５−３５−３１１１

何か気になること、相談したいことがあれば、遠慮なく村民生活課までご連絡ください！

【お問合せ先】風間浦村 村民生活課 保健衛生グループ ☎０１７５−３５−３１１１

※新型コロナウイルス感染症対策へのご協力をお願いいたします。

「マスクの着用」「３密の回避」「手洗い・消毒」などの基本的な対策を徹底しましょう。

昭和37年度〜53年度生まれの昭和37年度〜53年度生まれの
男性の皆さんへ男性の皆さんへ

〜 風しんの抗体検査及び〜 風しんの抗体検査及び

予防接種を無料で受けられます 〜予防接種を無料で受けられます 〜
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風間浦村社協デイサービスセンター パート職員募集のお知らせ

１．採用職種、条件等

採 用 職 種 デイサービス介護員（常勤パート）※増員

募 集 人 員 １名

雇 用 期 間 採用時～令和５年３月３１日（原則、更新）

応 募 資 格 ○心身共に健康で、介護の仕事に理解と情熱がある方であれば、男女問いません。

普通自動車免許（オートマチック限定可）をお持ちの方

介護資格、経験の有無を問わず。（有資格者、介護業務経験者優遇）

年 齢 不問（ただし、介護を行う体力のある方）

労 働 条 件 等
◎就業場所は風間浦村総合福祉センター「げんきかん」内、通所介護事業所

①勤務日等 月曜日～金曜日（祝日勤務）の週５日勤務（土日、休日）

②就業時間 原則、午前８時１５分～午後１時４５分（うち３０分休憩時間）

もしくは、午前９時１５分～午後２時４５分

※月数回、８時間勤務をお願いする場合があります。

③給 与 等 時給８４５円～８９０円

（処遇改善加算含む。別途通勤手当有）

２．応募方法等

申込受付期間 令和４年６月１５日現在、受付中（随時面接し採用決定次第、締め切ります。）

申 込 手 続 き ①履歴書１通（３ヶ月以内撮影写真貼付、履歴書には経験業務内容記載のこと。）

②各種資格証明書の写し（福祉・介護関係資格のある方）

上記書類を持参もしくは郵送して下さい。

※申込みの前に、あらかじめ締め切り状況について、電話にてお問い合わせ下さ

い｡

【お問合せ先】

風間浦村総合福祉センター「げんきかん」内

〒０３９－４５０２ 風間浦村大字易国間字大川目１１－２

社会福祉法人 風間浦村社会福祉協議会 事務局 （担当：佐藤・木下）

☎０１７５－３５－２２４３（午後５時迄） ０１７５－３５－２１７７

３．試験日時等

試 験 日 時 随時行います。（申込書類受理後、相談の上、面接日時を決定します。）

試 験 場 所 風間浦村総合福祉センター「げんきかん」内

試 験 科 目 面接

※面接時に運転免許証の確認をしますので、ご持参下さい。

採 用 通 知 追って本人に通知致します。（おおむね１０日以内）
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（５月末現在)

男 842人 (先月比−７人 )

女 883人 ( 〃 −１人 )

計 1,725人 ( 〃 −８人 )

世帯数 881世帯( 〃 −２世帯)

●お悔み申し上げます

蛸 島 敏 春 さん （87歳） 蛇 浦

嘉 賀 信 男 さん （80歳） 桑 畑

佐々木 い す さん （96歳） 下風呂

佐 賀 純 二 さん （72歳） 下風呂

播 摩 昭 一 さん （80歳） 下風呂

平 井 賢 一 さん （87歳） 下風呂

谷地中 つ る さん （91歳） 下風呂

（５月届出分)私たちの村の人口

６月１日（水）、村民を対象にした野菜作り青空教室を開催し、農作を行っている１２名が参加しました。

下北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室の長谷川主幹を講師に招き、「畑の土づくり」、「野菜の病

気」について講話していただき、質疑を交えながら農作知識を深めていました。

また、参加者自身の畑から茶碗１杯分の土を持参してもらい、簡易的な土壌診断を行いました。畑の成分

を診断してもらうことにより、今後の作付や肥料等の散布に役立つ貴重な体験だったと思います。

野菜作り青空教室が開催されました

村で実施いたしました４歳児健康診査（歯科検診）においてむし歯が０本だったお子さん

をご紹介いたします。

易国間 松本 彩
あや

花
か

ちゃん

（保護者：陽介）

風間浦村役場

村民生活課

保健・衛生グループ

☆食べたり飲んだりした後はハ

ミガキをしましょう。また、

寝る前に必ず仕上げみがきを

してもらい、お口の中の様子

とみがき残しがないかチェッ

クしてもらいましょう！

座学を受ける参加者 土壌診断
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